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一 般 質 問 通 告 表 

令和４年第４回姶良市議会定例会（11月 24日） 

 

１．和田 里志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ファシリティマ

ネジメントの考え

方と遊休市有地の

販売促進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．姶良市土地開発

公社について 

 

 

 

 

（１）財産の有効活用やコスト削減

などを行う手法として、ファシリ

テ ィ マ ネ ジ メ ン ト の 考 え 方 に  

基づいた資産経営に取り組んで  

いる自治体があるが、本市の考え

方を問う。  

（２）遊休市有地の販売促進について 

以下を問う。 

①販売価格の設定と販売方法は、どの

ようにしているか。 

②対象物件をどのような形（建物解体

等）で販売するか、どのような契約

方法にするかの判断はどうしている

か。 

③財産の管理及びその所管替え等は、

的確に行われているか。 

④具体的販売促進の取組について 

問う。 

 

（１）公拡法（公有地の拡大の推進に関

する法律）に基づき、姶良市土地開発

公社に先行取得させた土地について、

その目的が達成されず、長期保有と 

なっている土地の明細を示せ。 

（２）長期保有している土地について、

地価下落により含み損が発生している

ものや地方公共団体等により再取得 

される見込みがなくなった土地（特定

土地）はないか。 

（３）事業用定期借地権の契約終了後の

取扱や契約不履行についてはどのよう

になっているか。 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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２．岩下 陽太郎 

 

 

１．第２次総合計画

後期基本計画につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．給食費の公会計

化について 

 第２次姶良市総合計画後期基本計画の

素案が策定された。そこで策定にあたっ

て以下の内容を問う。 

（１）前期基本計画の６つの政策につい

ての成果として６割弱の達成率にとど

まっているとしているが、具体的な 

原因等があれば示せ。 

（２）重点プロジェクトの６つの標記 

部分に、具体的な事業が記されていな

い。重点プロジェクトは特に重点的、

優先的に政策分野の枠を超え、市一丸

となって実践していく施策であり、 

それに従い事業を展開していくことに

なる。どの事業が関連しているのか 

明確にするためにも展開していく予定

の事業名を書くべきだと判断する。 

また、事業に合わせて数値目標を設定

し、未来の形を示すべきだと考えるが、

見解を問う。 

 

現在、市の学校給食費の徴収管理は、

私費会計に伴い学校単位で行われてい

る。このため、市による関与の余地が 

乏しく、経理面の管理・監督体制や監査

機能が限られるほか、食材調達費が不足

した場合に、その影響を抑え安定的に 

学校給食を実施することが容易ではない

などの課題を抱えている。 

また、学校単位で会計処理を行うため、

食材の調達や学校給食費の徴収業務に 

おいてスケールメリットを活かしにくい

という課題もある。 

これらの課題については、学校給食費

の公会計化と徴収・管理業務を市で行う

ことにより、様々な改善効果が期待でき

ると考えるが、これまで行ってきた給食

費の徴収管理から移行するにあたり以下

を問う。 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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（１）給食費の公会計化は、令和６年度

から実施を検討していると以前説明を

受けているが、現在もその計画に変更

はないか。 

（２）現在、各給食室及び給食センター

で給食費が異なっているが、公会計化

に合わせて価格の統一を行う予定が 

あるのか 

（３）これまで各学校やセンターにおけ

る過年度未納金について、どのように

取り扱いを考えているのか。 

（４）公会計化後の給食費の徴収方法は

どのように考えているのか。 

（５）公会計化後の未納金の徴収方法は

どのように考えているのか。 

 

 

 


